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フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

る
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
目
的
を
、

貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
開
発
途
上
国

の
生
産
者
や
労
働
者
の
持
続
可
能
な
開
発
を
支
援

す
る
こ
と
と
説
明
す
る
。
Ｆ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
・
ラ
ベ
ル
機
構
）
の
ラ
ベ
ル
が
つ
い
た

あ
る
輸
入
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
は
、「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
（
公
平
貿
易
）
に
よ
り
途
上
国
の
小
規
模
生
産

者
と
原
料
・
製
品
の
直
接
取
引
が
適
正
な
価
格
で

行
わ
れ
、
ま
た
地
域
社
会
の
開
発
、
環
境
保
全
活

動
が
支
援
さ
れ
ま
す
」
と
書
か
れ
た
日
本
語
の

シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る
。
は
た
し
て
こ
う
し
た
説

明
は
、ど
の
程
度
信
用
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
開
発
が
達
成

で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
取
引
価
格
が
適
正
で

あ
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
。

生
産
者
の
社
会
開
発
や
環
境
保
全
は
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
生
産
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
文
化
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響

が
及
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
で
は
現
在
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
認
知
度
が

上
昇
中
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
こ

と
で
あ
る
が
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
が
途
上
国
の
生

産
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
と

い
う
情
報
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
。
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
商
品
を
購
入
す
る
大
半
の
人
々
は
、
そ

の
効
果
を
期
待
し
て
い
て
も
、
確
信
で
き
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
消
費
者
の「
善
意
」

に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

は
一
過
性
の
ブ
ー
ム
に
終
わ
り
か
ね
な
い
。
今
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
必
要
な
の
は
、消
費
者
の「
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
で
あ
る
。
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
の
諸
側
面
を
よ
く
理
解
し
た
消
費
者

が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
意
義
を
冷
静
に
判
断
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
団
体
や
企
業
に
一
層
の
情

報
公
開
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
研
究
者
の
役
割

も
重
要
と
な
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
マ

ヤ・ゴ
ー
ル
ド
と
い
う
英
国
製
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド・

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
、
そ
の
原
料
の
カ
カ
オ
を
生
産

す
る
中
央
ア
メ
リ
カ
、
ベ
リ
ー
ズ
国
の
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ

（
ト
レ
ド
・
カ
カ
オ
栽
培
者
協
会
）
に
及
ぼ
す
影

響
を
、
関
連
文
献
と
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
も
と
に
紹
介
し
た
い
。

●
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
以
前

　
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
は
ベ
リ
ー
ズ
南
部
ト
レ
ド
州
の
カ
カ

オ
農
民
の
組
合
で
あ
る
。
組
合
員
の
大
半
は
モ
パ

ン
お
よ
び
ケ
ク
チ
と
い
う
マ
ヤ
系
言
語
を
母
語
と

す
る
先
住
民
族
で
あ
る
。
彼
ら
の
先
祖
は
マ
ヤ
文

明
の
時
代
に
カ
カ
オ
を
飲
み
物
や
貨
幣
と
し
て
利

用
し
て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
人
と
の
接
触
後
、
マ
ヤ

社
会
は
大
き
な
変
容
を
遂
げ
た
が
、
カ
カ
オ
は
日

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
身
近
な
作
物
と
し
て
存
在

し
て
き
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
米
国
は
ベ
リ
ー
ズ
で
カ
カ

オ
の
開
発
輸
入
を
開
始
す
る
。
一
九
七
七
年
、
米

国
の
大
手
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
が
ベ
リ
ー
ズ

に
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
・
ハ
ー
シ
ー
社
を
設
立
、
新

品
種
の
普
及
と
カ
カ
オ
の
買
い
付
け
に
着
手
し
た
。

こ
れ
を
支
援
す
る
た
め
一
九
八
四
年
か
ら
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｄ
（
米
国
国
際
開
発
庁
）
が
カ
カ
オ
増
産
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
は
そ
の
受
け

皿
組
織
と
し
て
一
九
八
六
年
に
成
立
し
た
。
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
九
八
八
年
に
ト
レ
ド
農
業
市
場

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
引
き
継
が
れ
、
ト
レ
ド
地
方

の
カ
カ
オ
生
産
者
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
の
カ
カ
オ

と
化
学
肥
料
、
農
薬
か
ら
な
る
近
代
農
法
が
定
着

し
て
い
っ
た
。
一
九
八
三
年
に
は
七
〇
人
に
す
ぎ

な
か
っ
た
ト
レ
ド
州
の
カ
カ
オ
農
民
は
一
九
九
〇

年
に
は
三
六
五
人
に
増
加
、
年
間
カ
カ
オ
売
却
量

鈴
木　

紀

フェア
ト
レ
ー
ド・チ
ョコ
レ
ー
ト
は
カ
カ
オ
生
産
者
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
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も
こ
の
間
に
〇・五
ト
ン
弱
か
ら
一
四・四
ト
ン
へ

と
急
増
し
た
（
参
考
文
献
①
参
照
）。

　

と
こ
ろ
が
一
九
九
二
年
に
国
際
カ
カ
オ
価
格
が

暴
落
し
、
現
地
で
の
カ
カ
オ
買
い
取
り
価
格
は
当

初
の
一
ポ
ン
ド
あ
た
り
一・
七
〇
ベ
リ
ー
ズ
ド
ル

か
ら
三
分
の
一
以
下
の
〇・
五
五
ベ
リ
ー
ズ
ド
ル

（
約
〇・六
〇
ド
ル
／
キ
ロ
）
へ
と
下
落
し
た
。
こ

の
た
め
多
く
の
カ
カ
オ
農
民
た
ち
は
農
業
近
代
化

の
た
め
に
受
け
た
融
資
の
返
済
が
困
難
と
な
り
、

離
農
し
て
出
稼
ぎ
に
い
く
者
が
続
出
し
た
。
カ
カ

オ
農
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
崩
壊
の
危
機
に
直
面

し
た
の
で
あ
る
。

●
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
開
始

　

こ
う
し
た
中
、
新
た
に
一
ポ
ン
ド
あ
た
り

一・二
五
ベ
リ
ー
ズ
ド
ル
（
約
一・三
八
ド
ル
／
キ

ロ
）
で
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
と
カ
カ
オ
購
入
契
約
を
結
ん
だ

の
が
英
国
の
グ
リ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
ブ
ラ
ッ
ク
社

（
以
下
Ｇ
Ｂ
社
）
で
あ
る
（
Ｇ
Ｂ
社
に
つ
い
て
は

参
考
文
献
②
参
照
）。
同
社
が
国
際
価
格
の
倍
以

上
の
高
価
格
を
設
定
し
た
背
景
と
し
て
、
次
の
三

点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
ベ
リ
ー
ズ
の
政
情
が

比
較
的
安
定
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｇ
Ｂ
社
は

一
九
九
一
年
か
ら
ア
フ
リ
カ
、
ト
ー
ゴ
産
の
カ
カ

オ
を
原
料
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
販
売
し
て
い
た
が
、

政
情
不
安
の
あ
る
ト
ー
ゴ
に
替
わ
る
原
料
供
給
地

を
求
め
て
い
た
。
第
二
に
負
債
を
か
か
え
た
Ｔ
Ｃ

Ｇ
Ａ
の
農
民
は
近
代
農
法
を
放
棄
し
つ
つ
あ
り
、

結
果
的
に
有
機
栽
培
へ
の
転
換
が
可
能
だ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
Ｇ
Ｂ
社
の
前
身
は
有
機
食
品
会
社
で

あ
り
、
同
社
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
有
機
カ
カ
オ
を

使
用
す
る
こ
と
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

い
た
。
第
三
に
、
英
国
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
団
体
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
が
す
で

に
オ
ラ
ン
ダ
等
で
始
ま
っ
て
い
た
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド・ラ
ベ
ル
を
ま
ね
て
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド・マ
ー

ク
付
き
の
商
品
開
発
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
Ｇ
Ｂ
社
は
こ
の
動
き
に
同
調
し
、
英
国
初
の

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
マ
ー
ク
付
き
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
販
売
を
目
指
し
た
。
つ
ま
り
Ｇ
Ｂ
社
は
、
有
機

栽
培
と
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
い
う
二
重
の
付
加
価

値
を
つ
け
た
マ
ヤ
・
ゴ
ー
ル
ド
を
武
器
に
、
英
国

市
場
に
参
入
す
る
戦
略
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
発
展
に
は
、

国
際
開
発
機
関
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

な
か
で
も
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
（
英
国
国
際
開
発
庁
）
が

二
〇
〇
三
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
、ビ
ジ
ネ
ス・

リ
ン
ケ
ー
ジ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
の
枠
組
み
で
支

援
し
た
マ
ヤ
・
ゴ
ー
ル
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
効

果
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
生
産
力
強

化
を
目
的
に
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
と
Ｇ
Ｂ
社
が
そ
れ
ぞ
れ

二
二
万
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
を
拠
出
し
、
カ
カ
オ
の

苗
木
を
配
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ

は
こ
れ
ま
で
多
数
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
支
援
を
受
け

て
き
た
。
そ
の
理
由
は
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
が
カ
カ
オ
生
産

者
団
体
と
し
て
高
い
評
判
を
得
て
い
る
た
め
で
あ

る
が
、
組
合
員
の
大
半
が
先
住
民
族
で
あ
る
こ
と

と
、
カ
カ
オ
栽
培
が
植
林
活
動
に
相
当
す
る
こ
と

に
よ
り
、
人
権
問
題
や
環
境
問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
す

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
心
を
引
き
や
す
い
た
め
で
も
あ
ろ

う
。

●
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
恩
恵

　
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
は
一
九
九
四
年
に
英
国
の
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
生
産
者
組
合
と
し
て
認
証
さ
れ
た
。
そ

れ
以
来
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
制
度
か
ら

受
け
た
主
な
恩
恵
を
み
て
み
よ
う
。

　

経
済
面
で
は
、
第
一
に
カ
カ
オ
の
最
低
価
格
が

保
障
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
の
Ｆ
Ｌ

Ｏ
結
成
に
と
も
な
い
、
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
も
Ｇ
Ｂ
社
も
改

め
て
Ｆ
Ｌ
Ｏ
認
証
団
体
と
な
り
、
両
者
の
カ
カ
オ

取
引
に
は
Ｆ
Ｌ
Ｏ
基
準
で
あ
る
ト
ン
あ
た
り

一
六
〇
〇
ド
ル
の
最
低
価
格
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
報
奨
金
（
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
レ
ミ
ア

ム
）
の
一
五
〇
ド
ル
が
加
算
さ
れ
る
た
め
、
実
質

的
な
最
低
価
格
は
一
七
五
〇
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
大
き
な
市
場
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

Ｇ
Ｂ
社
は
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
が
売
却
を
希
望
す
る
カ
カ
オ

を
す
べ
て
購
入
す
る
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
そ
の

契
約
も
五
年
単
位
で
更
新
さ
れ
て
き
た
。
し
か
も

二
〇
〇
五
年
に
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
・
シ
ュ
ウ
ェ
ッ
プ

ス
社
（
現
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
社
）
が
Ｇ
Ｂ
社
の
株
式

の
過
半
を
取
得
し
、
グ
リ
ー
ン
＆
ブ
ラ
ッ
ク
の
ブ

ラ
ン
ド
名
を
維
持
し
た
ま
ま
、
同
社
を
子
会
社
化

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
マ
ヤ
・
ゴ
ー
ル
ド
の
潜
在
的

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
一
層
拡
大
し
、
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
カ

カ
オ
に
対
す
る
需
要
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
た
。

こ
う
し
た
好
条
件
の
下
、
Ｇ
Ｂ
社
へ
の
カ
カ
オ
売

却
量
は
着
実
に
増
加
し
て
き
た
。
一
九
九
六
年
の

一
六・
五
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
九
ト
ン

へ
（
参
考
文
献
③
参
照
）、
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
被
害
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を
う
け
た
直
後
の
二
〇
〇
二
年
に
は
一
旦
七・
四

ト
ン
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
前
述
の
マ
ヤ
・
ゴ
ー
ル

ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
急
速
に
回
復
し

二
〇
〇
六
年
に
は
四
三・八
ト
ン
に
上
っ
て
い
る
。

　

経
済
的
な
恩
恵
は
社
会
面
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る
。
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
組
合
員
数
は
、
一
九
九
四
年
に

は
一
五
〇
人
余
り
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
は

一
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
。
平
行
し
て
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
も
強
化
さ
れ
て
き
た
。
こ

れ
に
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
Ｇ
Ｂ

社
の
現
地
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
動
し
た
グ
レ

ゴ
ー
ル
・
ハ
ー
グ
ロ
ー
ブ
氏
の
功
績
が
大
き
い
。

彼
は
積
極
的
に
マ
ヤ
民
族
の
若
者
を
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の

ス
タ
ッ
フ
に
採
用
し
、
組
合
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

指
導
し
た
。
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
組
合
員
も
民
主
的
な
制
度

を
整
え
、
年
に
一
度
の
総
会
と
、
そ
こ
で
選
出
さ

れ
る
九
人
の
理
事
か
ら
な
る
理
事
会
が
、
Ｔ
Ｃ
Ｇ

Ａ
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
シ
ス
テ

ム
が
で
き
て
い
る
。

　

環
境
面
の
恩
恵
と
し
て
は
、
有
機
栽
培
の
定
着

が
あ
げ
ら
れ
る
。
カ
カ
オ
畑
で
は
単
に
農
薬
が
使

用
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
カ
カ
オ
の
木
に
日
陰

を
つ
く
る
マ
ホ
ガ
ニ
ー
や
チ
ー
ク
な
ど
の
高
級
材

樹
木
や
、
果
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

森
林
が
、
動
物
の
生
息
に
理
想
的
な
環
境
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

●
よ
り
広
範
な
イ
ン
パ
ク
ト

　

し
か
し
以
上
の
恩
恵
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
す

べ
て
で
は
な
い
。
カ
カ
オ
の
最
低
価
格
、
一
六
〇
〇

ド
ル
／
ト
ン
は
、
国
際
価
格
が
そ
れ
以
下
に
落
ち

込
ん
だ
時
に
効
果
を
発
揮
す
る
。
と
こ
ろ
が

二
〇
〇
六
年
一
二
月
か
ら
現
在
ま
で
国
際
価
格
は

そ
れ
以
上
の
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
参
加
す
る
こ
と
の
経
済
的

な
メ
リ
ッ
ト
は
主
に
報
奨
金
の
受
給
に
限
ら
れ
て

い
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
二
〇
〇
七
年
の
報
奨
金
総
額

は
三
五
〇
〇
ド
ル
程
度
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ー
グ

ロ
ー
ブ
氏
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
に
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ

が
Ｆ
Ｌ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
維
持
す
る
た
め
に

支
出
し
た
金
額
は
そ
れ
以
上
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

報
奨
金
の
メ
リ
ッ
ト
は
会
計
上
相
殺
さ
れ
て
お
り
、

Ｆ
Ｌ
Ｏ
を
脱
退
し
た
方
が
、
利
益
が
あ
が
る
計
算

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
報
奨
金
の
扱
い
に
も
困
難

が
と
も
な
う
。
筆
者
の
訪
問
時
（
二
〇
〇
八
年
三

月
）、
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
理
事
会
は
こ
の
使
い
道
で
も
め

て
い
た
。
組
合
員
の
子
弟
に
奨
学
金
を
出
す
こ
と

は
概
ね
了
承
さ
れ
て
い
た
が
、
奨
学
生
を
公
平
に

選
抜
す
る
方
法
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

カ
カ
オ
の
増
産
に
よ
っ
て
マ
ヤ
先
住
民
族
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
深
刻
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

彼
ら
は
ベ
リ
ー
ズ
政
府
が
認
可
し
た
共
有
地
（
リ

ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
に
住
ん
で
お
り
、
こ
の
土
地
に

対
す
る
所
有
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
で

彼
ら
の
文
化
で
は
カ
カ
オ
の
木
に
は
所
有
権
が
認

め
ら
れ
て
き
た
た
め
、
カ
カ
オ
畑
も
耕
作
者
の
所

有
物
と
み
な
さ
れ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
カ

カ
オ
が
商
品
作
物
と
な
り
、
共
有
地
の
中
に
カ
カ

オ
畑
が
広
が
っ
た
結
果
、
住
民
の
中
に
は
カ
カ
オ

栽
培
が
共
有
地
の
分
割
私
有
地
化
を
促
進
す
る
と

し
て
反
対
す
る
者
が
現
れ
た
（
参
考
文
献
④
参

照
）。
そ
の
上
ベ
リ
ー
ズ
政
府
が
共
有
地
の
森
林

伐
採
権
を
ア
ジ
ア
系
の
企
業
に
売
却
す
る
動
き
が

あ
る
た
め
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
い
く
つ
か
の
マ
ヤ

先
住
民
族
団
体
は
共
有
地
の
集
団
的
所
有
権
の
確

立
を
求
め
て
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ

は
土
地
問
題
に
は
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
が
、

立
場
上
カ
カ
オ
畑
の
拡
大
を
推
進
し
て
い
る
た
め
、

共
有
地
保
護
派
か
ら
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
よ
る
収
入
増
で
、
Ｔ
Ｃ
Ｇ

Ａ
組
合
員
家
庭
の
教
育
水
準
が
向
上
し
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
か
つ
て
マ
ヤ
民
族
の
青
少
年
は
小

学
校
教
育
も
そ
こ
そ
こ
に
、
親
の
農
作
業
を
手

伝
っ
た
も
の
だ
が
、
現
在
で
は
中
学
校
や
高
等
学

校
へ
の
進
学
が
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
生
じ
た
問

題
は
、
カ
カ
オ
収
穫
時
に
労
働
力
が
不
足
す
る
こ

と
で
あ
る
。
児
童
労
働
の
撲
滅
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
の
目
標
の
一
つ
だ
が
、
Ｇ
Ｂ
社
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
ハ
ー
グ
ロ
ー
ブ
氏
は
、
こ
れ
は
カ
カ
オ

の
生
産
拡
大
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
問
題
だ
と

苦
笑
す
る
。
カ
カ
オ
農
繁
期
に
は
生
徒
の
出
欠
を

柔
軟
に
あ
つ
か
う
よ
う
教
育
省
と
交
渉
す
る
必
要

が
あ
る
と
彼
は
考
え
て
い
る
。

　

有
機
栽
培
に
つ
い
て
も
大
き
な
問
題
が
生
じ
て

い
る
。
か
つ
て
Ｇ
Ｂ
社
が
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
に
有
機
栽
培

を
奨
励
し
た
時
、
カ
カ
オ
栽
培
の
専
門
家
の
中
に

は
反
対
の
声
が
強
か
っ
た
。
カ
カ
オ
の
病
害
は
一

旦
発
生
す
る
と
、
地
域
全
体
に
壊
滅
的
な
被
害
を

も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
案
の
定
二
〇
〇
四
年
八

月
に
モ
ニ
リ
ア
病
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
カ
ビ

の
一
種
が
カ
カ
オ
の
実
（
ポ
ッ
ド
）
に
付
着
し
て

中
の
種
を
黒
変
さ
せ
る
病
気
で
あ
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
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は
コ
ス
タ
リ
カ
の
熱
帯
農
業
研
究
所
の
支
援
を
受

け
て
カ
カ
オ
農
民
に
情
報
提
供
し
て
い
る
が
、
有

機
栽
培
の
た
め
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
本
は
、
こ
ま

め
に
カ
カ
オ
畑
を
見
回
り
、
変
色
し
た
カ
カ
オ
の

実
を
見
つ
け
次
第
、
そ
れ
を
切
り
取
っ
て
土
に
埋

め
る
だ
け
で
あ
る
。
筆
者
の
現
地
訪
問
は
、
モ
ニ

リ
ア
病
発
生
後
四
年
の
時
点
だ
っ
た
が
、
駆
除
は

完
了
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

カ
カ
オ
が
換
金
作
物
に
な
っ
て
か
ら
、
マ
ヤ
先

住
民
族
に
と
っ
て
カ
カ
オ
の
意
味
も
大
き
く
変
化

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
参
照
）。

か
つ
て
カ
カ
オ
か
ら
つ
く
っ
た
飲
み
物
は
神
聖
な

意
味
を
も
ち
、
種
ま
き
や
収
穫
な
ど
の
農
耕
儀
礼
、

マ
ヤ
風
に
変
化
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
儀
式
、

お
よ
び
結
婚
式
な
ど
の
社
会
的
行
事
に
不
可
欠
と

さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
習
慣
は
徐
々
に
す
た
れ
、

カ
カ
オ
に
ま
つ
わ
る
民
話
も
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る

と
い
う
。
こ
れ
は
カ
カ
オ
に
関
す
る
伝
統
的
な
知

識
を
も
つ
者
が
、
そ
う
で
な
い
者
か
ら
敬
わ
れ
な

く
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
世
代
間
の
対
立
や
宗
教

間
の
対
立
の
形
を
と
っ
て
表
面
化
し
て
い
る
。
一

方
で
、Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
事
務
所
が
存
在
す
る
プ
ン
タ・

ゴ
ル
ダ
の
町
で
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
毎
年
五
月

に
ト
レ
ド
・
カ
カ
オ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
観
光
振
興
と
カ
カ
オ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
マ

ヤ
民
族
に
よ
る
鹿
の
踊
り
や
、
カ
リ
ブ
海
系
の
少

数
民
族
ガ
リ
フ
ナ
の
音
楽
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

多
民
族
融
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
地
元
の
人
々
は
新
し

い
カ
カ
オ
文
化
を
育
ん
で
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

●
事
例
か
ら
の
教
訓

　

以
上
紹
介
し
た
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
事
例
か
ら
、
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
の
目
指
す
生
産
者
の
持
続
可
能
な
開

発
に
つ
い
て
三
つ
の
論
点
を
述
べ
て
お
こ
う
。

　

第
一
に
、
持
続
可
能
な
開
発
と
は
何
か
と
い
う

問
い
で
あ
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に

よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
、
経
済
的
な
繁
栄
を

手
に
し
つ
つ
あ
る
。
も
し
持
続
可
能
な
開
発
を
、

一
定
の
豊
か
さ
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
る
状
態
と
考
え
る
な
ら
ば
、
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
は

す
で
に
そ
れ
を
達
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。
他
方
、

持
続
可
能
な
開
発
を
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
依
存
せ

ず
と
も
自
力
で
利
益
を
あ
げ
ら
れ
る
状
態
と
考
え

る
な
ら
ば
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｇ

Ａ
に
は
隣
国
の
グ
ア
テ
マ
ラ
や
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の

カ
カ
オ
生
産
者
と
共
同
で
、
中
米
産
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
製
造
す
る
計
画
が
あ
る
が
、
当
面
は
唯

一
の
取
引
先
で
あ
る
Ｇ
Ｂ
社
と
の
関
係
を
断
ち
切

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

も
し
後
者
の
立
場
を
採
用
す
る
場
合
、
第
二
の

論
点
は
、
い
つ
ま
で
支
援
す
れ
ば
持
続
可
能
な
開

発
が
達
成
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
Ｔ

Ｃ
Ｇ
Ａ
が
一
九
九
四
年
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
参

入
し
て
か
ら
、
す
で
に
一
五
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、
自
立
の
目
処
は
た
っ
て
い
な
い
。
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
は
正
に
息
の
長
い
支
援
活
動
と
考
え
な
け

れ
ば
な
る
ま
い
。　
　

　

第
三
に
、
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
持
続
可
能
な
開
発
へ
の

取
り
組
み
は
、
ど
の
程
度
他
の
場
所
で
再
現
可
能

な
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ａ
の
成
功
は
彼

ら
自
身
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
Ｇ
Ｂ
社
と
の
出
会

い
と
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
や
多
数
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
の
お
陰

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
幸
運
を
、
他
の
カ
カ
オ
生

産
者
が
容
易
に
享
受
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
消

費
者
は
、
よ
り
多
く
の
仲
間
に
よ
り
多
く
の
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
購
入
を
呼
び
か

け
る
だ
け
で
な
く
、
官
民
を
問
わ
ず
開
発
援
助
団

体
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
支
援
を
求
め
て
い
く
こ
と

も
必
要
だ
ろ
う
。

（
す
ず
き　

も
と
い
／
国
立
民
族
学
博
物
館

先
端
人
類
科
学
研
究
部
准
教
授
）
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